




















































































































































































































































































番号 記念の日にち 変更内容 制定 施行 法律
① １月15日　　　 － 1948年 1948年 「国民の祝日に関する法律」第178号



























る。いわゆるニート（Neet：Not in Employment, Education or Training）という存在で
ある。学校にも行かず、就職しようともせず、職業訓練も受けない若者で、2000年代から
日本で社会問題になっている。そしてフリーター（Freeter）、つまりフリーアルバイター

























番号 記念の日にち 主管部署 変更内容 制定日 『大統領令』
① 4月20日 文化観光部 　　－ 1973年₃月30日 第6615号
② 5月6日 文化観光部 日にち 1975年₄月28日 第7608号
③ 5月第3月曜日 文化観光部 日にち 1984年₉月22日 第11515号
④ 5月第3月曜日 国家青少年委員会 主管部署 2006年₉月₆日 第19675号
⑤ 5月第3月曜日 保健福祉部 主管部署 2008年₂月29日 第20741号
⑥ 5月第3月曜日 保健福祉家族部 主管部署 2010年₃月19日 第22076号
⑦ 5月第3月曜日 女性家族部 主管部署 2013年₆月17日 第24609号
＊『大統領令』は「各種記念日などに関する規定（각종 기념일 등에 관한 규정）」である。
（表２）でみるように、「成年の日」が制定から６回に亘って改正を行ってきた。②③
は日にち、④⑤⑥は主管部署の変更である。その行事は「国家と民族の将来を背負う成人
としての自負心と責任感を持たせる行事を行う（국가와 민족의 장래를 짊어질 성인으로















































































髪型 男は「総角」、女は丸髷 男は「総角」、女はビニョ 冠礼で髪型が変化
服装 子供服から脱皮 子供服から脱皮 服装が変わる
冠礼 公家と武家が行う傾向 王族と貴族層が行う傾向 日韓の庶民は省略
名前 幼名を改める 幼名を改める 韓国では石・糞の名
成人の基準 家や個人の事情 家門や門中、個人の事情 年齢は関係が薄い
学校教育 特にはなし 伝統的教育機関はある 韓国は「書堂」あり
祝う日 冠礼を行う日 冠礼を行う日 特別な指定なし
兵役 なし 「良人皆兵制」による兵役 韓国は兵農一致
権利 成人扱い、飲酒 成年扱い、飲酒 日韓では成人扱い










髪型 西洋式髪型 西洋式髪型の傾向 変化なしの傾向
服装 西洋式服 西洋式服の傾向 変化なしの傾向
式典 特にはなし 特にはなし 指定なし
名前 幼名の習慣が消える 幼名の習慣が残る 幼児死亡率と関係
成人の基準 生物学的年齢の20歳 生物学的年齢の20歳 民法の規定
学校教育 西洋式学校教育 西洋式学校教育は希薄 日本は徴兵と関連
祝う日 特にはなし 特にはなし 個々人別の祝い
兵役 兵役義務あり 特にはなし 兵役と教育が関連
権利 投票権、飲酒、喫煙、結婚 飲酒、喫煙、結婚 韓国は投票権なし








髪型 西洋式髪型 西洋式髪型 変化なし
服装 西洋式服 西洋式服 変化なし
式典 自治体の催し 特にはなし 日本は社会が祝う
名前 幼名なし 稀に幼名あり 医学の発達と関連
成人の基準 生物学的年齢の20歳 生物学的年齢の19歳 民法の規定
学校教育 本格的西洋式学校教育 本格的西洋式学校教育 韓国は兵役と関連
祝う日 1948年から「成人の日」 1973年から「成年の日」 国家が制定
兵役 特にはなし 兵役義務あり 日本は敗戦でなし
権利 投票権、飲酒、喫煙、結婚 投票権、飲酒、喫煙、結婚 日韓は同じ
社会の意識 20歳は成人及び大人 19歳の成年扱い意識は薄い 韓国は段階的認識
近代国民国家成立期の日本では学校教育、成人、兵役という概念が一体化にしていた。
とりわけ教育は兵役を遂行する上で、基本的に読み書き、そろばんを身につけさせた成人































































































（40）『대학 진학률 80% 의 허와 실（大学進学率80％のすきと事実）』（京畿開発研究院、2011年、韓国）
107日韓社会における成人―冠礼の時系列的考察―
Adults in Japan-Korea Society: A Study of the chronology of the 
Coming of Age ceremony
Kim Tae Ho
<Abstract>
This paper discusses transitions in the life ritual ceremonies in both Japan and 
Korean societies, in particular the “Coming of Age” ceremony and the contents of 
the transition. This comparative analysis between Japan and Korea includes the 
custom of the Coming of Age ceremony, and rights that are required as an adult 
after the Coming of Age ceremony, as well as the contemporary attitudes of 
parents and society towards the Coming of Age ceremony today. In this paper a 
careful consideration is put on the era of per-modern, the establishment of the 
modern nation-state, and the defeat of Japan and of the Korean release, with this 
big three era, it was time series considerations of Coming of Age ceremony.

